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表 紙 の 説 明

FANCYス ペク トロメーター

中 井 浩 二 (物理)

高エネルギー物理学研策所における原子核物理の研究をす めヽている東大・

理―東ェ大 0‐理 連合グループでは,大型大立体角の粒子スペクトロメーター

(FANCY"を
建設した。この名前は Forw"d ANα  CYlindFiCalス ペクト

ロメーター・ システムの頭から―とったニックネームであるが,高エネルギー原

子核反応において前方に放出される粒子を検出するダブルアームスペタトロメ

ータと,標的核領域に放出される多重粒子を検出する大立体角円筒型スペクト

ロメータこから成っている。     .

円筒型スペクトロメーターの心臓部llは,高エネルギー電子・陽電子衝1祟

験の技術を採り入れた円筒型ドリフトチニンバーを製作した6既に実験に1使用

され実験データの解析が進行中である。

表紙の写真は上記|ド リフチェンバこの端板を撮ったものである。編集者から

スペクトロメーターの写真を表紙に使うと言っていただいたが,残念ながら狭

い実験エリヤの中で全体の写真を撮ることは不可能な.ので,部分写真の中でニ

番 “造形美 "の あるものを選んだ。       1

●

●
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化学旧館南側の改装

化学旧館は大正 4・ 5年 に建築されたものであ

るから,建築以来70年近い歳月が経過 しているこ

とになる。その老朽化もはげしく,そ のため,化

学館の新築が強 く望まれていた。そして,それが

化学新館の新築 (昭和58年 2月 竣工)と なって実

現 したことは,皆さんのよく御存知の通 りである。

昭和58年度初頭には化学新館への移転も完了し,

同年度には化学旧館の内部改装が行われることと

なった。この建物の改装は, もともと,化学館の

外観が美 しく,ま た鉄筋コンクリー トの草創期の

ものであるから保存 したいという理由で行われる

ことになったものであるから,外観についてはな

るべ く原形を保存すること, しか し内部について

は思い切って現代化すること,を方針として,内

部改装計画がねられたものである。

この建物については,理学部建物委員会の議を

へて,中央事務部が約 550グ,化学教室,分光化

学センター,地殻化学実験施設が約 1350プ の面

積を占めることとなった。中央事務部関係として

は,現在のところ図書係関係の入居と会議室の設

置が決まっている。

この建物の改装については,化学教室としては,

いろいろの問題点があった。まず第一は,南側を

改装するために,南側に居住 している人達を,ひ

とまず東側または北側に移動させることである。

ところが,東側および北側は,大部分は実験室と

して使われていたものである。その上,長い間の

使用によって,い たみはひどかった。そこで,一

応の手入れをしないと,仮移転の期間中は全 く仕

事にならないということになって しまう。ところ

が,そ の改装の費用は,ど こもでるところがない。

この点については,中央事務部をずいぶんと悩ま

せたが,結局は,多分移転費用の予算でカバーで

大 木 道 則 (化学 )

きるだろうということで,見込み発車となった。

結論的には,化学教室からの持出しは比較的少額

ですんだのであるが,こ れを決定 したときには,

かなりの決意が必要であった。

引越に関 して ,も う一つ触れておかねばならな

いことがある。それは,薬品と廃棄備品の始末で

ある。何 しろ60年以上の歴史をもつ建物である。

その中には, レッテルもなくてわけのわからない

薬品もたくさんあった。昔ならば,すべて流しに

棄てたかも知れないが,今ではそうはいかない。

一つ一つの瓶の中を検討 して,処理をしてから廃

棄 したので,そ の手間は大変なものであった。備

品にしても,引越に際して化学新館や化学本館に

移らなかったものが山積みになっていた。この廃

棄の手続きを,一人の事務官が全部するのである

から, これは大変なことである。いずれにせよ,

長い間住んだ場所の引越をするのは大変なことで

あるが,化学教室の引越は,一般にまして大変な

ことであることを思い知 らされた次第である。

南側の引越は,昭和58年 9月 には完了して,工

事は10月 から始まったわけであるが,工事が始ま

る前にも,い ろいろな問題があった。その中で,

世話人として一番悩んだのは,外観,こ とに運動

場か ら見たそれを損いたくないという施設部の希

望と,そ れでは夏の暑さをどうせよというのかと

いう声とを,どのように調和させるかという問題

である。施設部としては,エ アコンの外部設備を

ドライエリアに設置 したいということで,結局そ

の案をのむことになったが,こ れでは, ドライエ

リアのない部分の冷房はどうすることもできず,

この問題は,今後も尾を引くことになろう。

工事は昭和59年 3月 末に完成 した。そして, 5

月11日 にはささやかな披露パーティを行った。内
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装は実に立派に仕上がってj、歴史のある建物だけ

に,荘重さも加わって,最近の建物では実現でき

ないような,すばらしい建物に生まれ変わった。

できれば,今後 もこの美しさを保って,長い間使

っていきたいものである。

この南側の化学旧館に化学系の学科・施設が入

居するにあたっては,ま た一つの難問があった。

それは,年度当初ということもあって,移転のた

めの予算がいくらつくのか,全 く予想がつかなか

ったということである。最低の場合には, 1イ あ

たり3000円 といわれており,し かもこれは新築の

場合であるから,改装の場合にはどうなるのか予

想ができなかったのである。そこで,最悪の場合

にはどうなるかまでの計算をした上で,備品を購

入することにした。幸いにして最悪の予想よりは

かなり多 く,備品として約1400万円の支出が可能

になった。これはひとえに事務部の努力によるも

ので,こ の場をかりて,事務部にお礼を申し上げ

る。

化学旧館の改修は,ま だ半分終ったばかりであ

る。理学部としては,さ しあたりの建物計画とし

て,理学部 D棟 (仮称, 4号館の延長)新築と化

学旧館東側の改装がある。その中では,D棟の方

が優先 して考えられているので,化学旧館の改装

が終ったというには,ま だ 1年以上かかるであろ

う。化学館東側には,地球物理学教室,化学教室 ,

物理学教室,分光化学センターが入ることになっ

ている。一 日も早 く改装が竣工 して, この立派な

建物の機能がフルに発揮できるようになることを

期待 したい。

● |

植物園と300年の歴史

植物園が現在地で発足 してから今年で丁度 300

年になります。先に全面改修の成った本館の御披

露を兼ねた式典を,平野総長ほか多数の方々の御

列席をいただいて,10月 15日 に行いました。いろ

いろの都合で理学部の方々を広 くお招きすること

ができませんでしたが,ま た機会を見てお立ち寄

りいただきたいと思っております。

東京大学理学部附属の施設である植物園が 300

年の歴史を祝うということは,官制の上では計算

の合わないことですが,植物園のような施設では,

その場所がどのように維持管理されてきたかが重

要な意味をもつ部分があり,東京大学が開設され

るより前から植物園として機能 していたというこ

とが,都心とは思えない程安定した植生を維持 し,

研究教育に必要な多様な植物を保有するために大

切な条件となっています。その意味で,植物園が

300年の歴史の重さを感 じるということは,幕末

岩 槻 邦 男 (植物園 )

の御薬園や小石川養生所として機能 してきたり,

救荒植物 としての甘薯の試作地となったり,ま た,

明治以後はイチョウの精子の発見をはじめ近代植

物学の舞台そのものであったといぅょぅな歴史的

なできごとを反郷するということだけでなくて ,

300年をかけて培がわれてきた安定 した植生の維

持されている園内にどのように多様な植物を保有

し,それを活用 してどのように現代的な生物学へ

の貢献を行い得るかを問い直すことであります。

社会的にも話題となっております遺伝子資源と

の関わりで,植物園の在り方は現在改めて問い直

されております。マスコミでその問題が取り上げ

られます前から,附属植物園では,学内外の多く

の先生方の御協力を得て,現在的な植物園のある

べき姿についての検討を重ねて参 りましたが,図

書・標本・ 植生の管理維持のあり方についてそれ

ぞれまとまった提案をまとめていただくことがで
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きました。 300年の歴史があってはじめて可能な

将来への発展に向けて,それらの提案を実現する

ように努めたいと考えております。 (図書 。標本

・植生について,それぞれの検討委員会の報告に

関心をお持ちの方には報告書を読んでいただけた

らと思いますので御連絡下さい。)

植物園は1873年以来一般に公開されており,毎

年20余万人の一般入園者に親 しまれております。

これは欧米の研究植物園でも行われていることで ,

多様な植物に接することによって,生物が生きて

いるとはどういうことかを学びとってもらうこと

が本来の意義ではないかと思われます。その意味

では,い こいの場を提供することを主目的とする

植物公園や庭園とは異っているのですが,残念な

がら一般入園者にはそのことが充分理解 してもら

えているとは思えません。そこで,研究教育用に

栽培されている多様な植物についての見方を一般

の入園者にも学び取ってもらうために,い ろいろ

のパ ンフレットを作ったり,植物のラベルを増や

したりする必要があります。現在の植物園の人員

や経費ではそれには充分の対応ができませんが ,

1979年 に小石川植物園後援会が発足 し,学内外の

多くの方々の御協力を得て,社会教育に対応する

ことが可能となり,大学附置の植物園としての社

会に対する役割を果すことができております。

本植物園が 300年の節目に当ります本年,植物

園における研究教育活動の中枢であります本館の

全面改修工事を行っていただきました。本館建物

は昭和12年 ,それまで40年近 く園内で研究教育活

動をしておりました植物学教室が本郷キャンバス

に移転 しました直後に着工されましたが,当時の

資材不足などの悪環境下で, 2年半余の歳月を経

て完成されたものと聞いております。元総長内田

良平先生御設計の塔のある建物ですが,流石に現

在の生物学の研究教育活動には不向きな部分があ

りましたものを,今回の改修によって機能的に再

編することが可能となりました。図書・ 標本につ

きましては,こ の本館に収容するのが良好な状態

とは申せませんが,こ れまでよりははるかに良い

条件で利用が可能になりました。 300年の歴史を

もつ植物園の特性を生か し,新 らしくなった本館

で,よ りよい研究教育活動に取 り組みたいと考え

ております。

植物園の今日的な在 り方として,多様な植物の

保有を,国際的な協力態勢を維持 しながら進めて

いくべきことは改めて述べるまでもありません。

それは本植物園が好むと好まざるとに関わらず内

外の植物園等からも求められることではあります

が,本植物園としても積極的に協力態勢の推進に

も努めていきたいと考えております。

300年の歴史の節目に立って,植物園では,大

学附置の植物園としてより健全で建設的な発展に

向けてますます真剣に取 り組みたいと考えており

ます。御協力・御指導を賜りますようあらためて

よろしくお願いいたします。

去る 8月 10日 ,理学部講師 (地質学教室所属)

の福山博之および柵山雅則の両君は,教養学部理

科 I類一年の堀越新人君と共にアイスランドにお

いて火山の調査中に不慮の事故の為に逝去されま

アイスラン ドにおける遭難事故

久 城 育 夫 (地質 )

した。両君とも火山学,岩石学の分野で優れた業

績をあげており,今後日本のみならず世界の学界

への貢献が期待されていただけにその死は惜 しみ

ても余 りあるものがあります。以下,今回の事故
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の概況およびその前後の経過を報告致 します。

アイスランドは大西洋中央海嶺上に生 じた火山

島で,多数の興味ある火山が存在する。福山,柵

山両君はこれまで主として日本列島の火山の研究

を行って来たが,両君は更に日本列島のような島

弧と対照的な海嶺上の火山との比較,特に火山の

形態,噴火様式,噴出物の性質等の比較研究を行

うこと,および以下のような岩石学的研究のため

の岩石試料を採取することを目的として今度の調

査旅行を計画した。すなわち,福山君は北米セン

トヘレンズ火山の1980年の噴出物について高温・

高圧下で実験を行い, もとのマグマの含水量を推

定したが,同様の実験をアイスランドのヘクラ火

山とアスキア火山の噴出物についても行い,海嶺上

に噴出するマグマ中の水の量を推定することを意

図していた。また,柵山君は日本列島の火山でマ

グマの混合によって生じた火山岩の存在を初めて

明確に示したが,それと同様な火山岩がアスキア

火山に知られているので,その岩石を採取し同君

独自の方法によって研究することを意図していた。

福山,柵山両君は本年春頃より今度の調査旅行

の計画をたて始めた。福 山君 は昨年 9月 より米

国ワシントン市のカーネギー研究所において,ま

た,柵山君は一昨年の 9月 より英国サウサンプ ト

ン大学において岩石学の研究を行う為にそれぞれ

出張中であったので,両君は主として書簡によっ

て連絡を取 り合って計画をねった。そして福山君

はカーネギー研究所の研究の一環として,ま た柵

山君は,サ ウサンプ トン大学での研究が終了した

ので本学部地質学教室の岩石研究室の研究の一環

として本調査を行うことになった。堀越君は,福

山君の甥にあたり,地質学に強い興味を持ってお

り本調査に参加することになった。調査の予定期

間は8月 3日 ～11日 であった。

柵山君は, 8月 2日 ロンドンを発って 3日 0時

過ぎにレイキャヴィクに到着 し一泊 した。福山君

は,堀越君とともに8月 2日 ニューョークを発っ

て 3日 朝 6時半頃 レイキャヴィクに到着 し柵山君

Ｎ
十

図 1
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と合流 した。 3人 は午前10時頃 レイキャヴィクに

おいてジープを借 りた。その後ただちに調査に出

発する予定であったが,ニ ューヨークからの荷物

の到着が遅れたために出発は同日の夜になった。

なお, 3人 は夜 9時頃,福山君の友人であるアイ

スランド大学のヤコブソン博士宅を訪問 している。

しかし,同氏は不在であったため面会は出来なか

つた。それ以後の 3人の行動とルー トは目撃者の

証言および遺品の中から発見されたフィルムに基

づいたものである。(図 1)

3人は 3日 夜, レイキャブィクの東約30師のテ

ィングバラバ トンという湖の近 くでキャンプした。

4日 は,同湖附近の枕状溶岩の観察をし,ゲイジ

ルの間欠泉を見て,ヘ クラ火山附近まで行った。

5日 は,ヘクラ火山とその噴出物の観察および岩

石試料の採取を行った。 6日 はミルダルス氷河の

末端を通過 し,火山活動の盛んな中央帯南部のラ

カギガルを調査 した。そこで 3人を目撃した人が

いる。その後ヴァトナ氷河の南側のどこかでキャ

ンプした。 7日 は,ア イスランドの東端をまわっ

て,フ サヴィクの南約40bに あるミヴァトンとい

う湖附近まで行った。 8日 は, ミヴァトン附近で

種々の火山噴出物を観察 した。

正午頃福山君は,ア イスランド大学のヤコブソ

ン博士の研究室に電話で, “調査は順調にいって

いる。多くの興味ある岩石試料を採取することが

出来た。と報告 している。その後 3人はヘルデブ

レイド火山の東側を通過 してアスキア火山に向い,

同火山附近でキャンプした。 9日 朝,同火山の ド

レキの山小屋で管理人が 3人を見ている。その日

はアスキア火山で調査および岩石試料を採取 し,

アスキア火山南東でキャンプした。ここでも3人

を目撃 した人がいる。10日 朝, 3人 はアスキア火

山を出発 し西へ向った。途中, 3人がジープで走

っているのを同方向に旅行する人に,ま た,事故

現場から約 3肺東のゲイサバ トンの山小屋の前を

正午過ぎに通過するのを管理人に日撃されている。

3人の乗ったジープはリュプナブレッククヴィ

スル川を渡渉 しようとした。対岸には道路の延長

が明瞭に見えていた。 しか し, この川は,当 日お

よび前日の異常高温 (約 15℃ )に よリヴァトナ氷

河が多量にとけて異常に増水 していた。深さは約

1.8π であった (通常は lπ以下)。 また,こ の

川は氷河に発する川特有の褐色不透明の水のため

川底は全 く見えなかった。水温は 0℃に近かった。

ジープは川に進入した直後に流され,その後すぐ

浸水 して沈み,川底を転がりながらさらに流され

たと考えられる。堀越君は,そ の途中でジープよ

り脱出し,渡渉地点から約 1502下流で東岸に上

陸し,足の骨折のため腕の力で這って約 300π離

れた道路際まで達 した。福山,柵山両君はジープ

から脱出した後死亡したか,あ るいは車中で死亡

した後流 し出されたか不明である。 ジープは渡渉

地点から約 300π下流で岩にひっかかって上下転

倒 した状態で停止 した。

午後 5時頃, 2人のアイスランド人が現場附近

を車で通りかかり,堀越君を発見,さ らに下流で

ジープも発見 した。 2人は直ちにゲイサヴァトン

の山小屋に急報 し,救援を要請するため無線通信

が可能なヘル ドブレイ ドの山小屋に向った。ゲイ

サヴァトンの山小屋のバル ドゥール 0シ グルー ド

ソン氏一家 4人は現場に毛布と湯を持って急行 し

たが,残念ながら堀越君はすでに死亡していた。

死因は疲労・ 凍死であった。不運なことに当日午

後寒冷前線が通過 して気温が急激に低下 し,雹が

降った。シグルードソン氏はジープをロープで固

定 し,車中を調べたが人も物も残っていなかった。

11日 午前 3時頃,ヘル ドブレイ ドの山小屋から

無線で事故の第一報がアイスランド各地に伝えら

れた。無線通信により,事故現場から約 100肺西

のニイダルーア附近を通行中であった自動車と連

絡がとれ,同地の山小屋の宿泊者を起 した。彼等

は現場に向い,H日午前 6時半 L」i現場に到着 した。

一方,現場附近を管轄するフサヴィク警察は無線

連絡を受け,直ちに同地のガルダール救助隊を召

集 した。11日 朝,フ サヴィク警察の所長は救助隊

7人 と共に現場に向けて出発 した。

午前 9時頃,福山君の遺体が現場から約 5肺下
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流の滝の直上の川の西岸で発鼻された。午後1時

にフサブィク警察の所長らは現場に到着し,遺体

および遺品の検査,各所への連絡を行つた。午後

8時頃ジープ, 2人の遺体および遺品等を回収し

てフサヴィクヘ向った。

12日 にミヴァトンおよびバルダーダルーアの救

助隊が召集され,下流一帯を広 く捜索し,午後 5

時過ぎに事故現場から約15肺下流で柵山君の遺体

以上が,今回の事故およびその前後の経過の概

況です。今回の事故は異常気温により数十年間で

初めてという川の増水のために1起 った不運な遭難

事故であり,現地の川の状態をよく知っていなけ

れば避け得なかったものと思われます。今回の事

故で 2人の優秀な火山学者および将来有望なひと

りの青年を失い誠に痛恨の極みです。また,遺さ

れた御家族のお歎きは如何ばかりかと心からお察

し申し上げます。

今回の事故に関し,多 くの方々にいろいろと御

を発見した。 3人の遺体は,い ったんフサヴィク

の病院に安置され検査された後レイキャヴィクに

運ばれた。

15日 , レイキャヴィクの教会において,福山,

柵山,堀越三家の御遺族その他出席者のもとに葬

儀が行われ,そ の後火葬された。葬儀においてア

イスランド大統領の弔辞が届けられた。

心配,御迷惑をおかけいたしました。また,多 く

の方々の温い御援助,御協力をいただき関係者の

ひとりとして深く感謝いたしております。とくに,

平野総長,江上理学部長,有馬評議員,石渡事務

長,および神戸事務長補佐の方々には二方なら

ぬお世話になりました。さらに葬儀および慰霊祭

には学部長をはじめ理学部の各教室から丁重な弔

意および御援助をいただきました。ここで改めて

厚く御礼申し上げます。なお,遺体と遺品の捜索,

回収に献身的な労をとられたアイスランドの救助

図 2.事故後引き上げられたジープ。事故現場より約 300れ下流。後は

リュプナブレッククブィスル川
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隊,警察および山小屋の管理人,遺体の発見者の

方々に対 して,平野総長より感謝状が送られまし

た。また,平野総長のアイスランド大統領への礼

状が 9月 10日 土屋代議士によって届けられました。

私達は, このような事故を再び起さないよぅに

今後調査には万全を期すつもりでおります。しか

し,私達は亡 くなられた 3君が持っていた自然探

究の情熱を決 して失なうことなく,ま た,今後探

究を躊躇することなく, 3君の意志をついで更に

一層励むつもりでおります。

最後に,福山,柵山,堀越 3君の御冥福をお祈

り申し上げます。

タイプ作業の専門職の使 う入力方法

現在われわれの研究室で取り組んでいるテーマ

に,非常に多くの量の日本文をタイプするひとた

ちが用いる入力方式をどう考えるかというのがあ

る。その研究の発端となったのは,わたし自身が

大学院生時代から始まり,20年近 くもアメリカで

秘書の世話になって仕事をしていた経験である。

一般に,腕のいいアメリカの秘書は,大きな決定

権こそ持たないものの,そ の他の点では毎日の事

務的処理を的確に切りまわして くれる。 しかも,

わたしが 1時間かけて書いた原稿は,論文であれ ,

事務書類であれ,手紙であれ,10分 か,せいぜい

15分でタイプをして くれる。 したがって,真赤に

なるまでそれに手を入れては,ま た打ち直しても

らうことが 3回 に及んでも,時間的,経費的,心

理的に大 した負担にはならず,それは至極あたり

まえの手続きと考えられていた。

それで,わたし自身の文書生産の便宜のために,

日本でも殴米なみの高速タイプライタができない

ものかと考え始めてから,はや10年 も経ってしま

った。その間に日本文ワー ドプロセッサ (ヮ ープ

ロ)が商品化され,その入力方法としてカナで入

力すればコンピュータが漢字かな交 り文に変換 し

てくれるカナ漢字変換は,50足 らずのキーからカ

ナを拾えば,だれでもす ぐになんとか使えるとい

山 田 尚 勇 (情報科学 )

うので,次第に普及が進み,現在ではそれがヮー

プロの入力法の主流の地位を占めるに至った。

ワープロの出現のまえすでに,よ く訓練された

熟練者による日本文の入力の効率化を追求してい

たいく人かの研究者たちがいた。研究の末,1970

年代初頭にかれらのたどりついたのは,各漢字を

一意的にコード化 し,そ のコー ドを英文タイプ式

のキーボー ドで入力するという入力方式である。

いま,現在われわれが理解できている視点から

これらを振り返ってみると,そ うしたコー ド入力

の二つの方式がほとんど同時に考案されている。

その一つは,な にか漢字との連想を持つ単語やそ

の一部を漢字のコー ドとして使 う,川上晃らの考

案した連想式であり,た とえば山をヤマ,鏡を (英

語から来た)ミ ラとコー ドして入力する方法を使

う。

もう一つは,そ うした言語的連想を排 し,漢字

コー ドを機械的に直接指で覚える,谷村新興(株 )

の小川注連男らの採用 した,われわれが無想式と

呼んでいる方式である。こちらではコー ドの表現

は「位置対応コード表Jと いう, コー ドのキー配

列の空間的心像に合わせた文字の配列表によって

コー ドの構成を示す方法によっている。この後者

では,ス ポーッー般における体の運用と同じく,
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訓練によって運指を大脳皮質の反射にまで高めて

しまうので,反射式とも呼べるものである。

一般のひとの直観によると, これらのコー ド入

力方式では,ま ず,(a)2,000前後の基本文字のコ

ー ドを記憶することが,ほ とんど不可能と思われ

るほどむずか しいものと考えられた。さらに,(b)

た とえそれを憶えて しまうことができたとして

も,そのコー ドを用いて英文タイプの場合のよう

に文書の素早い入力を持続することはきわめてむ

ずかしく思えた。その上,(C辰い訓練の末,た と

えそうした困難なことが達成できたとしても,そ

の作業はいかにも不自然かつ非人間的で, もろも

ろの悪い副作用をひき起こしかねない種類のもの

と心配された。

しか し,上記の川上らや小川 らの実験的かつ実

践的データは,専任タイピス トにとってこれらの

コー ド入力法は習熟期間も,ま た飽和作業速度 も,

英文タイプの場合とほぼ同じ値となることを示 し

ていた。

それで,内 には自分たちの文書の生産性の向上

を,外には,迫 り来る情報化社会のニーズにこた

えるべ く,事務能率と文書生成能力の急増を追求

していたわれわれは,と りあえず自家用として ,

習熟のよりやさしそうな連想 コー ド入力方式の

Superwriterを 試験的にインプリメントし,~その

評価と実用を試みた。1976年のことである。

すでにその試用の初期においてわれわれは,あ

る逆説的な現象に気付いた。すなわち,連想の強

いコードは,連想のないいわゆる中性コー ドより

も,コ ー ド間の混同が多 く,ま た忘れやすいとい

うことである。

これはわれわれに対 して入力方法のすべての面

での見直しを迫ることになった。文字入力はマン

・ マシン・ インタフェースの一例であり,それを

完全に理解するためにはまず人間の本質の理解か

ら始めなければならないという,悟 ってみれば当

然のことがやっと分かったのである。

入力作業を大きく見ると,そ れは作業時の人間

の体の動きやそれに良 く整合する機材を追求する,

いわば身体物理的な人間工学の側面と,作業中に

大脳が行なう情報処理の過程を究める,認知科学

的,大脳神経学的側面とがあると言えよう。

この後者は英文タイプ動作の研究においても当

然かかわりのあることであるが,英文タイプでは

入力文字とキーとが単純に 1対 1の対応をしてい

るため, この後者の過程にはとくに変えることの

できるパラメータがなく,タ イプ作業の最適化に

は前者の人間工学の面だけを考えてやればよい。

しか し, 日本文入力の場合には途中に介在させな

ければならないいくつかの選択可能な手続きが ,

大脳においてそれぞれ異なる種類の情報処理を必

要とすると考えられるので,異なる入力方法のあ

いだの比較のためには,大脳の働きの理解がどう

しても必要になって来る。

この観点からタイプ作業を調べてみて分かった

ことはいろいろある。簡単に列挙 してみると,

(1)熟練 したタイピス トは操作空間を司る大脳右

半球が主導で作業をしているらしい。 しかも,

英語を母国語とする熟練 した英文タイピス トが

コピータイプに専念 しているとき,ま た日本人

が無想式に日本文をコピータイプしているとき

には,禅僧の座禅時にも似て,タ イピス トの脳

波の中のベータ波 (13-30Hz):が 弱まり,アル

ファ波 (8_13HZ)が強 く出ていることが浜1定

によって確認できた。

(21 直感に反 して,熟練者が長時間にわたり始終

使 うのにはカナ漢字変換よりも無想式のほうが

ずっと自然で,人間的で疲労が少なく, しかも

ずっと高速である。

13)カ ナ漢字変換と連想コード入力にあっては,

より疲労 しやすい大脳の言語左半球の介在を必

要としている。

(4)カ ナ漢字変換にあっては,左右両半球のあい

だで異種の作業がお互いに干渉 し合う度合がコ

ー ド入力方式よりもずっと大きいと推定され,

その分だけ疲労が激 しいと考えられる。

0 小川 らによって初めて用いられた,無連想コ

ー ドの表示のために用いられる位置対応コー ド

-9-



表は,連想語の使用と異なり,大脳の中で運指

を司る操作空間機能に直接働きかける優れた方

法と考えられる。

(6)専任タイピス トになるには,漢字のコー ド入

力方式でも英文タイプと同じくらいの期間の練

習で習熟することができる。これは高度なタイ

プ技能の習得に要する時間が主として目からの

文字刺激に応答 して反射的に動 くようになる運

指機能の形成によって定まり,そ れには英文と

日本文 との間でほとんど差が出ないからである。

厳密な比較をすればコー ド入力方式のほうが優

れているとしても, もしカナ漢字変換方式との差

が50歩 100歩であれば,初心者にもすぐ使えるカ

ナ漢字変換がもうこれだけ普及して しまったのだ

から,い まさら毛色の変ったコー ド入力方式の研

究など改めてする必要はないのではないかと考え

るひとは多いと思う。

しか し英文タイプの日常作業の限界速度は 1分

間あたり 150語で,日 本語の情報量になおすと,

漢字かな交り文で 1分間あたり300字から375字

になる。コー ド入力方式だとこれをうわまわる上

限を示唆す る研究者 もいるほどだが,純粋のカナ

漢字変換だとこの 5分の 1がいいところである。

また,タ イプ誤りについて言えば,毎年 ヨーロッ

パで行なわれて来た,タ イプ技能国際コンテス ト

である
《
Intersteno"の 正確度・ 速度競技では,

誤り1文字 につき 500字分減点され,こ の比率を

日本文に適用すると,誤字 1字あたり200-250

字の減点となる。カナ漢字変換ではとてもこれに

太刀打ちで きないが, コー ド入力方式ならこれに

近ず くことができるのが知 られている。 したがっ

て,大量の入力を常時こなして行かなければなら

ない職場で は,コ ー ド入力法の技能を身につけた

専任タイピス トは貴重な存在となる。

しかも専任タイピス トにとって,コ ー ド入力方

式の最大の利点はその速度にあるのではなくて,

それによる作業の疲れが少なく,労働に対 して持

久力があり,労働障害が出にくいという,その安

全性にある。

タイプ作業には目視式とタッチ式との二種類が

あることと,こ の二つのあいだには本質的な違い

のあることをわれわれは早 くから指摘 し,日視式

の要素を多 く含むものの濃密な使用が労働障害に

つながるであろうことを,ひかえ目ながら,すで

にはっきりと予潰1し ておいた。その後カナ漢字変

換が商品化されるに及んで,専業オペレータがそ

れを濃密に使用する場合にはス トレスによる脳幹

視床下部の疲労に起因する各種の労働障害一般が

誘発される理論的可能性について,機会あるごと

に説いて来た。

はたせるかな,1983年末よリワープロの使用に

起因するOA障害が多発 し,大きな社会問題とな

り, しばしば新聞紙上を賑わしている。

新 しく出始めたこうしたワープロ障害の原因は,

新たに採用されたブラウン管ディスプレイとカナ

漢字変換入力方式とにあることは容易に想像でき

る。

カナ漢字変換の技術 レベルの現状では,同音異

義語の選択などにはどうしてもディスプレイを見

る必要があるが,それが目を疲れさせる原因にな

ることは,い まやよく知れ渡った常識となった。

カナ漢字変換のもう一つの欠点は,その使用に

あたって,タ イピス ト自身がかなりの量の言語的

決定作業を打鍵作業と並行 して行なわなければな

らないので, これが大きな精神的ス トレスを起こ

すという事実である。

ごく簡単に述べれば, これは言語処理を司る大

脳左半球が,反射打鍵を司る右半球に比べて,系

統発生学的には多くとも100分 の 1の進化期間 し

か経ておらず,それに応 じてその成熟度も低いで

あろうということと, もう一つは, この言語処理

作業が打鍵作業と干渉を起こす性質のものである

ということの二つが原因となっていると考えられ

る。

したがって,主 として濃密なコピータイプを専

任とするタイビス トの使う機材としては,カ ナ漢

字変換に比べて無想式コー ド入力のほうがはるか

に自然で,人間的で, したがって疲れを起こさず ,
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持久力を可能にするものと考えられ, しかも早い

のである。現在問題になっている専任タイピス ト

のワープロ障害は,ディスプレイをほとんど見な

くて作業ができ, しかもス トレスの少なく疲れな

い無想式コー ド入力方式を採用すれば大幅に軽減

できるものであると考えられる。

コー ド入力方式はタイプ技能の習熟に時間がか

かり過ぎるという批半Jがよく聞かれるが,こ れも

アメリカの専任タイピス トが技能習熟にかけてい

る時間と同じ程度である。しかもタイピス トの腱

症炎は基礎訓練の不十分な者に出やすいという,

むかしから周知の事実を考え合わせてみると,専

任タイピストの養成に,あ る適当な量の時間がか

かるということは,労働障害の予防の見地からは

むしろ歓迎すべきことと言えるであろう。

文部省の科研費のお陰で,いままでにわれわれ

は数名のコードタィビス トの訓練実験などをイギな

うことができた。そのうち先発の 2名 は, 2年半

の経験を積んだ現在,初見の手書き原稿から1分

間あたり 120文字前後の速さで, 1日 数時間の実

務を楽 しみながら行なえる実力を身につけている。

いまわれわれを悩ましているのは,ま だ不備な

点の多いヮープロ機材がタイピス トの作業速度の

伸長をはばんでいるということと, もう一つには,

科研費が切れたあと,ど うやってこの有能で有用

なタイピス トたちを維持 して行ったらいいのかと

いう心配である。

｀こえ〃 と お` と 〃

音の実験をするのに無響室という部屋が使われ

る。その中に入った経験のある人なら,御承知で

あろうが,初めは気が遠 くなるような気が して く

るものである。この部屋の壁は,音の反射の少な

い材質のグラスウールなどの楔でおおわれており,

さらに外からの音 も遮断できるよう,壁 も厚 く作

られている。子供の頃,か くれんぼで押入れの中

にか くれた時にも,やはり同じような経験をした

憶えがある。押入れも無響室の特性を幾分か持っ

ていると言えるかも知れない。

また無響室の中で声を出してみると,そ の声が

何となく心 もとなく聞えるものである。この部屋

の中では壁からの反射音はごくわずかで,事実上

聞える音は日から直接耳に達する音波か,あ るい

は声帯から体内を伝わって耳腔に達 した音だけで

あろう。

このような経験は,逆に我々の日常生活がいか

に音の波に囲まれているかを教えて くれる。我々

神 部 勉 (物理)

が会話 しているとき,相手からの直接の音波だけ

でなく,周囲の壁や物体からの反射音も同時に聞

いており,そ こに音の深みを感 じていると言える

かもしれない。このことは音楽の演奏会場の構造

設計では重要な意味をもっていることであろう。

最近,中 国の音響学者と会 う機会があった。

Acousticsを 日本語に訳すと「音響学」であるが ,

中国では「声学」なのだそうである。音波はあち

らでは声波というのであることは,工学部のある

先生から教えていただいた。我々の日本語として

の感覚では “声 "は 日から出た音のことになるが ,

中国では別の意味があるのかもしれない。そう思

って語源辞典を調べてみた (漢字の語源,山田勝

美著)。

御承知の通 り,声は古 くは難であった。これは

石製の打楽器である啓 (けい)の音を耳で聞 くこ

とと関係があり,楽器の音,さ らには一般に「耳

に聞えて くる音」の意になったとのことである。
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ここで馨の中にある耳に御注目いただきたい。こ

れは受信器官であり,日 本語で声というときに含

まれる発信器官としての日から出る音の意ではな

い。次に「音」はどうであろうか。これは「言」

の下部の回の中に一画を加えて「言」と同じ意味

を表した字で,日の中の「一」は舌を表している

のだそうである。音と言の上部は画数は一つ違う

が確かに似ているうえ,現代中国の発音でも,音

はyin,言 はyanで ,やはり似ている。音の方は

日から出る「おと」を表している。古書に「声の

文 (あや)を成せる, これを音という」とあり,

"こ わね"薔 うたごえ"の意味だという。我々はど

うやら声や音の語源とは違えて使っているらしい。

それでは,やまとことばとしての「おと」はど

うであろうか。有名な歌や俳句に,「あききぬと

めにはさやかに みえねども かぜのおとにぞ

おどろかれぬる」「バゝるいけや かわずとびこむ

みずのおと」などとあるから,お とは「ものおと」

会計処理を行なう場合,従来では汎用のコンピ

ュータか会計用の専用機が必要で した。マイコン

が誕生 して約10年 になり,初めは 4ビ ット・ マイ

クロプロセッサでしたが,その後 8ビ ットになり,

現在では16ビ ット・パソコンに移行 しております。

16ビ ット機は事務処理に必要な,メ モリーの大き

さが確保でき,ま た補助のメモリーであるディス

クの容量,ス ピー ドとも十分なものになり,又価

格 も手ごろになってきました。

物理教室では過去三機種会計の専用機を使用 し

ましたが,ハー ドとの関係でプログラムをユーザ

ーが作成することは難 しく,ま た仕様変更につい

てもその度にメーカーに相談しなければならない

状況で した。

一方パソコンにおいてはソフ トの流通が広 く行

パソコンによる会計処理プログラムの作成

の意味であろう。また「おと」は訪れるの意味も

あり,外からやってくるものの意であろう。他方 ,

「 こえ (こ ゑ)」 はどうであろうか。「祇園精舎

の鐘のこえ」「木を倒す斧のこえ」などとあって ,

これらも「 ものおと」といえようが,こ ちらは人

によってコントロールされた “おと "の意味に解

釈される。こえは,人や動物の発するおと,あ る

いはそれらによって制御されたおとの意であろう。

このようにみて くると,啓は「おと」と読んで

もよかったのではないかと思えてくる。また音は

「こわね」かもしれない。音に関しては「ね」の

読みが古来あるわけだが,お とは適切ではなかっ

たように思える。

英語の acousticsに対する訳語が, 日中で音響

学,声学と異なっているのを知って, しろうとな

がらに調べてみて,あてずっぱうのような見解を

並べてみました。

樫 村 圭 造 (物理 )

なわれている現在でも,パ ソコン用の汎用会計プ

ログラムでは大学等学校の会計処理には使いにく

い点が数多 くあります。

パソコン用プログラム言語で圧倒的に使われて

いるのが BASICで す。これは初心者が学びや

す く使いやすいことをねらって設計された入門向

き言語のため,簡単なプログラム開発に使うなら

ば十分ですが,こ れでプログラムを作成 しても,

ファイル処理などテクニックが必要であり,又構

造化されていないため,プログラム開発がしずら

く,事務処理用には十分とは言えません。

最近になり汎用コンピュータに使われているコ

ボル言語がパソコンでも動 くようになってきまし

た。この事はとりもなおさず COBOLが BASIC

よリビジネスには向いていると言うことです。
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COBOLは 大量データを取り扱う事務処理用の言

語として開発されたプログラム言語で高度な処理

能力を備えています。ビジネスには不可欠の日本

語処理機能を追加 したことで,漢字を含む日本語

データの取 り扱いが簡単に行なえます。機種での

変更部分は僅かであり,ユ ーザーがプログラムを

開発する上で操作が しやす く,後での変更 も容易

であり,以上のことから今回の会計処理には CO
BOLで 作成 しました。

会計処理プログラムを作成する上で注意 したこ

とは,専用機を使っていた人 (キ ーボー ドがブッ

クタイプなので初心者には使いやすい)がスムー

スにパソコン (キ ーボー ドがタィプライタ型)に

移行できるようにしました。漢字などのキー入力

をす くなくすると共に修正も容易に,キ ー操作を

誤った場合のエラー処理も簡単にし, これで誰で

もデータ入力ができる様になり,会計処理に専任

のオペレーターを置かないでも済むようにしまし

た。

パソコンでは会計専用機には出来ないヮープロ,

データのグラフ化,データベース,表計算などの

簡易言語があり,広 く一般に流通しているので,

これを使えばパソコンを会計の専用機として使う

だけでなく (現在ワープロにも使っています),

稼働率が高くなるので望ましい事です。

理学部長と理学部職員組合の交渉

理学部長と理職の定例交渉は 9月 20日 および10

月22日 におこなわれた。主な内容は以下のとおり

である。

1.人事院勧告について

8月 10日 出された人事院勧告について,昨年 ,

一昨年にひき続き今年も完全実施が危ぶまれて

いる事態に対 し,理職から理学部および東大当

局も独自に人勧完全実施のために努力 してほし

いと強く要望がなされた。これに対 し学部長は

理職の人勧完全実施の要求は当然であると理解

を示 し総長にも伝えるが東大としては国大協を

通 じて申し入れをすることになろうとのべた。

2.昭和60年 3月 の定年制実施に伴う対応につい

て

理職から「理学部における教育と研究を守る

ため,標記の欠員を行 (二)を中心とする勤務

延長 0再任用,定員外職員の定員化,それに新

規採用によって全員補充 して欲 しい。」とし,

勤務延長・再任,定員化を希望する職員の リス

トが提出された。学部長は共鳴できる点も多い

が情況は大変厳 しい。理学部としても人員確保

のために各方面に働きかけ最大限努力 したい。」

と述べた。

3.教務職員の助手振替について

理学部では該当者全員について概算要求を出

したことが確認された。

4.技術系職員職務内容調査について

文部省の標記調査について学部長は,本人の

記載内容に対する要望を参考にして報告 したこ

とを言明した。

5.健康問題アンケー トについて

理職との間で合意 した健康アンケー トを近日

中に実施することが確認された。

O

―-13-



≪学部 消息 ≫

9月 12日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議 題 (J 前回議事録承認

曖)人事異動等報告

Q 研究生の入学について

14)研究生の期間延長について

(5)寄附の受入れについて

G)人事委員会報告

仔)教務委員会報告

侶)ア イスランドの遭難事故について

(91 そ の 他

10月 17日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号館

議 題 (1)前回議事録承認

12)人事異動等報告

13)研究生の入学について

14)昭和59年度奨励研究員の受入れにつ

いて

15)昭和59年度民間等との共同研究につ

いて

16)人事委員会報告

17)会計委員会報告

18)企画委員会報告

0)東京大学理学部発明委員会規程の一

部改正について

10 そ の 他

〔次回以降開催予定日,11月 21日 因 ,

12月 19日印 ,昭和60年 1月 16日囚 ,

2月 20日 レ熾 3月 20日い0

授教
△

●
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人 事 異 動 報 告

1嗜
離    富 職   氏  名|  .岬 .目  曇勁澤褥   備    薄

懺 質:萎  師 蠅 壽 離 lll 鍬 8:』 鼻 任 隠 れ ,

地 茸  講 ‐ 師 柵 山 朧 lll 皿 &lo.舞 直

麺 鱈 講  鯖 権 山 博 之 .m ai‐ 昇 怪 助動 ら

地 箕 議  願 響 山 鸞 之 .臨1屁 10弼 t
地 物 働 教 齢肺      融 &‐ 16  周 晉ィ

ンフォ‐卜麺 勒 騨

数 学  鸞  師  Лl又 m.‐ 働 凱 1`昇  澤  1聯警啓

情 報 動 数 疲 丼l・合  静 1臨 mi饉 換 鉤 蹴 蝙 ンター

情 報  機 教 授  Лl合   欝  759;im l 齢
1謄  奉鋳  構

地 藝  働 毅 捜  小 棄  蔵  爛・ml‐ 復  帰

【動 手)

地 質  働  手  柵 山 灘■Al1  59,=&‐ 1 鰻‐.職

繁 砒  勘  手  前 ЛI昌 平  59,磁 l撫 ‐ 用

権:物 助  手 農 国 褻 孝  露.射 1攘 .用
化 学 躙  子 佐 朦 審 罐  識 婁 7撞 ,畿
物 理  助  皐 獅 LL 諄  成 馴 器 篠  叡

轍 物  峨  手  新 1齢   勅  叫 ■脱‐1 転  置1 1m鏑
fti拳  助  ―T‐  動1倉1薄 蔦  m ilQ J 礫.用
化1学  動  手  角 1回1撤 一  配 m16 .採  用

鰤  勘  撃  真:下 楢 廊  臓 ‐lQ 16 爆  庸

(職 即 .            :~ :
鼈  事務量 産  渡 過 :壼 表  頭 `魅 駒 =黎 |

欲  事務菫曇  水,野 目 平  晦 担 I 灘 置換  枷醜燿識動 :から

1■ ■ : |｀ ■ r        F
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専門課程

文 博 士

同

同

同

所属  官職   氏

生 化 教 授 宮 沢

物 理 教 授 和 田

物 理 教 授 宮 本

地 物 助 手 栗 田

物 理 教 授 西 島

数 学 助 手

中間子 助教授

(9

名   渡 航 先 国

辰 雄 イ  ン  ド

昭 允 シ ン ガ ポ リレ

健 郎 連 合 王 国

敬 アメリカ合衆国

秀 司 アメリカ合衆国

峰 夫 アメリカ合衆国

和 彦 シ ンガポ ール

信 一 アメリカ合衆国

謙 忠 ス  イ  ス

月 )

渡航期間

9.15～  9126

9.10～  9 13

9 10～  9.20

9. 1～  9 22

)1～ 6♀

.1
9. 3～  9. 9

9,10～  9.14

9H～ 6:.鈍

9. 2～  9.30

氏

宮 寄

杉 本

松 原

有 光

理 学 博 士 の 学 位 授 与 者

〔昭和 59年 9月 25日 付 (4名 )〕

名           論  文  課  題

武
    星

`∠

塔塚景帰侑垢群笑
る微小球運動とそれによって

秀 彦    bCC金 属中水素の存在状態と拡散過程の研究

聰    バリウムおよびストロンチウム珪酸塩の鉱物学的意義

直 子    多結晶リシウムによるX線非弾性散乱の理論的研究

〔昭和 59年 9月 29日 付 (1名 )〕

旭李学 ヘキサタングス トー白金 (Ⅳ )酸及びヘキサモリブ
ドー白金 (Ⅳ )酸ポリアニオンの合成と構造

者航渡外海

藤
　
沢

斉
　
熊

手
　
授

助

教

学
　
物

数
　
地

藤
　
嶺

加
　
水ヽ

渡 航 目 的

第11回生物系磁気共鳴国際会議出
席のため

アジア・ ュダャ人会議出席のため

国際原子力機関第10回 プラズマ物
理及び制御核融合に関する国際会
議出席のため

「部分溶融現象と地球型惑星の進
化」に関するセ ミナー実施及び地
球内部構造に関する打合せのため

高次元類体論の研究のため

「部分溶融現象と地球型惑星の進
化」に関するセ ミナー実施のため

第一回アジア人ユダヤ人コロキウ
ム出席のため

代数群の研究のため

大強度中間子・ 反陽子 ビームによ
る原子核 。物性に関する調査研究
のため

大強度中間子・ 反陽子 ビームによ
る原子核・ 物性に関する調査研究
のため

中間子 助 手 松 崎 禎市郎 カ  ナ  ダ 9.20～ 6:.14
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所属  官職   氏   名

情 報 教 授 國 井 利 泰

情 報 助 手 山 口 和 紀

渡 航 目 的

予ラi薦璽fai鷺濫(2ワリす
曇昌鳥及びfうこ」こ多分ヮツ↑
ックスに関する討論のため

自然人類学に関する協同研究のた
め

需赫兄告
物系磁気共鳴国際会議出

TOGA(熱 帯海洋,地球大気)

研究計画会議出席のため

人 類 教 授 埴

生 化 助教授 荒

地 物 教 授 松

原 和 郎

田 洋 治

野 太 郎

渡 航 先 国

ドイツ皇邦共和国
デ ン マ ー ク

フ ィ ン ラ ン ド
デ ン マ ー ク

アメ リカ合衆国

イ   ン   ド

フ ラ ン ス

(10

渡航期間

9.6～ 9.16

9.5～ 916

9.25-11  3

9 15～  9 26

9 15～  9 24

月 )

素粒子 助 手 佐 藤 朝 男 ス ス 1011～ 1030 ぎ e~相互衝究「 LEP」 におけ
る万能型測定装置「OPAL」 建設
のための調査研究のため

第 7回高エネルギー重イオン研究
会及び研究討論出席のため

代数的サイクルに関する研究のた
め

照葉樹林帯の植物地理学的解析 と
フロラの系統分類学的調査研究の
ため

原子核構造研究の方向に関する国
際会議出席のため

第 7回高エネルギー重イオン研究
会出席のため

地理学に関する研究連絡のため

月の起源に関する会議出席のため

第 9回空力音響学会議出席のため

日米科学共同研究「新 しい高選択
的有機合成反応の開択」実施のた
め

隕石中の鉱物に関する研究連絡の
ため

中国核融合開発研究の現状視察の
ため

星李署業基箱壇窯電番
j黒

通享揉
出実験」実施のため

大強度中間子・反陽子 ビームによ
る原子核・物性に関する原子核・
調査研究のため

第 4回国際フェライ ト会議出席お
よび研究連絡のため

物 理 助 手

数 学 助教授

植物園 助 手

物 理 教 授

物 理 助教授

地 理 助教授

地 物 助 手

物 理 助教授

化 学 教 授

ドイツ麟 砂尋口国
ス   イ   ス

フ ラ ン ス
ドイ漕 砂場口国

タ        イ

10  6-10 18

Ю.7～ 6:.譴

10 17～ 12.23

10. 9-10.18

10  6-10 15

10.1-10.lo

10.13-10.19

10.13-10.24

10.15-10.27

Ю■6～ 6:.掲

10 27～ 11. 6

10 20～ 6: 30

10.26-11.30

10.28～ 11.11

塩

矢

郎
　
　
治
　
　
一

康
　
　
徹
　
　
徹

明
　
　
田
　
　
原

有 馬

永 宮

小 堀

松 井

神 部

向 山

朗

　

正

孝

人 アメリカ合衆国

治  ドイ)減蓼『共和国

巌 フ ラ ン ス

典 アメリカ合衆国

勉 アメリカ合衆国

昭 アメリカ合衆国

志 アメリカ合衆国

郎 中華人民共和国

昭 アメリカ合衆国

寛
　
　
健
　
　
博

本

　

原

森
　
　
宮

　

相

手
　
　
授
　
　
手

助
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毎 月|:1 日は

「省エネールギー」

の 日 で す。
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